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生 物 多 様 性  こうち戦略 

【2024 改定版】 

第１部_第３章 こうち戦略行動計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 1-3-2 生物多様性こうち戦略によって目指すべき姿（イメージ図） 

川 

たくさんの生きものがすみかとし、 
保健休養の場としての役割も持つ 
天然林と人工林がバランス良く配置された 
清らかな水や豊富な木質資源をもたらす森 

里 

陸と一体となった取組により維持される 
干潟や藻場､サンゴ群集と 
持続的に水産資源が供給される海 

いたるところに緑があふれ､水質浄化や 
再生可能エネルギーの活用､清掃活動など 
環境に配慮した市民生活が日常化したまち 

クマタカを育む 
奥山の森林 

山林からの適度な土砂供給と 
健全な侵食･運搬･堆積作用により 
瀬･淵･砂州からなる 
多様な河床形態が維持された川 

スギ･ヒノキ林と 
広葉樹からなる 

針広混交林 
 

緑の回廊を形成する奥山の自然林 

持続的な木質資源の 
利用･林業により 

適正に管理された人工林 

環境に配慮した農業 

まち 

里からの繋がりを確保した 
緑地や街路樹 

ツキノワグマを育む 
奥山の森林 

地域の伝統･文化を伝える 
環境教育 

農業の持続により維持される 
棚田の多面的機能 

活性化した 
内水面漁業 

コケを育む水 

砂州 

魚の遡上や降下を 
妨げない魚道 

良好なアユの産卵場 

良好な海藻場 

干潟 

アユやウナギの遡上 

潮干狩り 

豊かな藻場 
カツオ 

イワシ 

活性化した漁業 

生物多様性と防災機能を 
併せ持つ海岸林 

ウミガメが産卵できる砂浜 

美しいサンゴ群集 

生物が生息できる 
都市内河川 コンパクトに集約された市街地 

ヤイロチョウが繁殖する里山 
バードウォッチング 

地域の環境保全に関わる活動 

人々の営みにより維持される 
里山の植生･景観 瀬 

山･川･里･海の恵みが 
食卓にのぼる暮らし 

上流から下流へ連続する河畔林 

海 

山 

地域資源の持続的利用により 
生態系が維持され、 
伝統･文化を受け継ぎながら 
人と自然が共生する里 

クジラ 

海辺でのレクリエーション 
水中観察 

淵 


